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 6/24 北区社保協主催の「国保・住民税・生活保護相談

会」には、勤医協ぽぷらクリニック２名、生活と健康を守

る会２名、新婦人１名、社保協１名、北部民商１名、共産

党２名の計９名が参加して取り組まれました。 

 わずか80万円の所得なのに26万円の国保の納付書が届

いた自営業者など、国保を中心とする相談者が７名訪れ、

6/25の「国保･介護110番」の集団納付に参加するなどの

対応に笑顔がありました。 

障がい者交通費助成削減を

やめてください！宣伝 
  

 ７月１１日（土） 

  １３:００～１４:００ 

  大通り公園西３丁目 

７.７ＳＯＳネット雇用・くらし街頭大相談会 
 

７月７日(火) １０:００～１８:００ 

 大通り公園 西１０丁目 
 雇用・くらし、法律、医療などの相談を、弁護士・司

法書士などを含む専門家が相談を受けます。 
 

★今回は炊き出しあり！１０丁目食堂で食

事提供をします。相談も食事も無料 

●ボランティアの支援スタッフ、募金を募集中です。 

募金：郵便振替02750-3-100344 ＳＯＳネット北海道 

 西区社保協が6/2に出していた要望書に基づいた対区交渉が

6/30に行なわれました。区側から総務企画課長ら4人、社保協

からは年金者組合、勤医協西区病院・社員支部、新婦人、共産

党、生活と健康を守る会などから12人が出席しました。 

●西区社保協がホームレス調査を実施した状況を報告し区としても対応を求めました。区では独自に確認してい

ないが、ホームレス相談員(普段は中央区役所にいる)に聞いた状況を報告し、西区も対応してもらえるようにし

たい。救護施設は西区でも何人か紹介した事例がある。回転を早くして、多くの人が利用できるように努力中で

ある、と回答がありました。 

●生活保護では、ケースワーカーから定額給付金の申請控えを出すように言われ、収入認定されるのか不安に

なった人の事例を紹介。これは間違った対応であったと謝罪がありました。また、精神疾患で療養中の人へ見か

けだけで就労指導がされるようなことに対しては、医師の診断書を基本に総合的に判断する、一方的にしないな

どの回答がありました。 

●新婦人から出されていた、ヒブワクチン公費補助などへの前進回答はありませんでしたが、公園の遊具改修な

どはすぐに行うと回答され、また、要望書で出していた道路の改修は実施されたことが報告されました。 

「後期高齢者医療制度」への

不服審査請求を行おう！！ 
 制度の該当者なら誰でもできま

す。保険料納付方法は自分たちに

選択させてください！ 
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